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突然の運休発表！ 神戸便 継続へ 基地に柔軟運用 求める
10 月再開、さらに来年 3 月までに 札幌・名古屋へ
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　茨城～神戸便は、4 月 16 日の就航以降、　茨城～神戸便は、4 月 16 日の就航以降、唯一唯一

の国内定期便として大きな期待を受け、４・５月の国内定期便として大きな期待を受け、４・５月

の搭乗率も７割超と好調に推移（の搭乗率も７割超と好調に推移（6 月：68.2％6 月：68.2％）し、）し、

今後の便数・路線数拡大も期待されていました。今後の便数・路線数拡大も期待されていました。

　しかし、６月 24 日、同路線を運航するスカイ　しかし、６月 24 日、同路線を運航するスカイ

マーク社は、基地との共用空港として運用規制をマーク社は、基地との共用空港として運用規制を

強いられることにより、今後の利用拡大が厳しい強いられることにより、今後の利用拡大が厳しい

ことなどを理由として、９月から運休することをことなどを理由として、９月から運休することを

発表しました。この突然の運休発表を受けて、6発表しました。この突然の運休発表を受けて、6

月 30 日、市長、市空港利用促進協議会長、議長月 30 日、市長、市空港利用促進協議会長、議長

の連名により、運航継続に向けた調整が図られるの連名により、運航継続に向けた調整が図られる

よう百里基地に対し要望書を提出しました。よう百里基地に対し要望書を提出しました。

　そして、7 月 20 日、スカイマーク社は、国・　そして、7 月 20 日、スカイマーク社は、国・

県との調整により運航に関する問題が解決され県との調整により運航に関する問題が解決され

たとして、10 月 1 日から神戸便の運航再開を表たとして、10 月 1 日から神戸便の運航再開を表

明し、さらに、来年 3 月までには新千歳空港（北明し、さらに、来年 3 月までには新千歳空港（北

海道）、中部国際空港（愛知県）間の定期便を就海道）、中部国際空港（愛知県）間の定期便を就

航すると発表しました。航すると発表しました。

～要望書の要旨～

　今回の神戸便の運休表明により、空港を通じ

た地域振興は大きく後退することが懸念され、

運航継続を望む地元住民の声は非常に強いも

のがあります。今後、茨城空港の運用に関し

ては、利用者の利便性を図るため、航空会社

との調整に際し、民間航空機の計画的な運行

を確保するよう特段の配慮を求めます。

７月２日、百里基地対策委員会（委員長：中村 強）が
中心となり北関東防衛局を訪問。引き続き、基地の運
用改善、周辺対策の拡充を求め陳情を行いました

（北関東防衛局）


